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2012年11月18日 主日礼拝メッセージ 

 

聖書箇所：ルカの福音書12章1~12節 

説教題：「主を認める」とは 

 
１ 「恐れなさい」「恐れることはありませ
ん」 
（１）いったいどっちが本当なのか 
 静かに自分の心に耳を澄ますと、そこから
は恐れや不安にふるえるような声が聞こえ
てきます。生まれてから今日まで恐れは私た
ちを支配し、苦しめてきたとも言えるでしょ
う。 
 イエスは「恐れ」について不思議な言い方
をされます。5 節にこうあります。「殺した
あとで、ゲヘナに投げ込む権威を持っておら
れる方を恐れなさい。そうです。あなたがた
に言います。この方を恐れなさい。」いっぽ
うで 7節にはこうあります。「それどころか、
あなたがたの頭の毛さえも、みな数えられて
います。恐れることはありません。あなたが
たは、たくさんの雀よりもすぐれた者です。」 
 「恐れなさい」と言われている対象も「恐
れることはありません」と言われている対象
も、どちらも父なる神を指しています。「恐
れなさい」と語ったかと思えば、すぐに「恐
れることはありません」と言う。いったい
どっちなのでしょうか。 
  

（２）隠されているもので知られずに済むも
のはないから 
 もちろん、気まぐれで言っているのではあ
りません。このように表現される一つの理由
があるからです。1 節。「パリサイ人のパン
種に気をつけなさい。それは彼らの偽善のこ
とです。」「偽善」とは、外側と内側が異なる

ことを言います。 
 数年前でしたが、食肉偽装事件というもの
が起こりました。ラベルには「牛の挽肉」と
あるのに、中身を調べてみると品質の悪い豚
肉や鶏肉、あるいはパンの切れ端さえを混ぜ
られていた。そんな事件でした。表に貼られ
たラベルと中身はきちんと一致していなけ
ればならない。それがフェアである、公正で
あるとだれもが認めます。その原則が破られ
ると多くの人は腹を立てます。 
 ところが、いざこれが自分のこととなると
怪しくなります。中身はどうであれ、「私は
良い人間です」と書かれたラベルを表に貼ら
なければと考えます。貼るべきラベルはたく
さんあります。「私は能力のある人間です」
「私は心優しい人間です」「私は常識ある人
間です」「私は優れた人間です」。 
 もちろん、中身とラベルが一致しているの
ならすばらしいことです。しかし、どうで
しょう。ラベルと中身が一致していたでしょ
うか。自分のことをふり返ればよくわかるで
しょう。何か後ろめたいものを感じないで
しょうか。もし感じているというのなら、そ
れがイエスの言われる「偽善」ということに
なります。 
 かく言う私も偽善者であります。今回、長
期休暇をいただきました。休みに入って数日
したあたりで、腰が痛くなり同時に気分が落
ち込むようになりました。腰が痛くなるよう
な運動をしたわけではありません。原因を考
えてわかったことは、かなりの疲れが身体の
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奥深いところにたまっていたことでした。
「私は自分をうまくコントロールできる人
間である。」それが私の表向きのラベルでし
たが実際はそうではなかった。ラベルと中身
がまったく違っていた。私は偽善者です。 
 多くの人は心の中でつぶやきます。「だれ
も知らないのだからこれくらい大丈夫だ。」
しかし天の父なる神は、私たちの頭の毛さえ
も数えておられます。私たちがどんなにごま
かし、立派なラベルをつけようとも、私たち
の心のなかの本当の姿を、神はすでにお見通
しだと言われるのです。 
 

（３）すでに頭の毛さえも数えられているの
だから 
 そんな神であることを知って、ある方は言
います。「神は私たちの心の秘密を点検し、
警察のように取り締まっているのだろうか。
そんな神ならごめんだ。」もし本当にそうな
らば、私もまっぴらごめんです。神を信じて
くださいと、私も人には勧めたくありません。 
 でも主はこう言われるのです。「あなたが
たの頭の毛さえも、みな数えられています。
恐れることはありません。あなたがたは、た
くさんの雀よりも優れた者です。」神は、私
たちのすべてを知ってくださっているから
こそ、あなたがたは恐れる必要がないのだ、
と言ってくださいます。これはどういうこと
でしょうか。 
 

２ 主を認める 
 これと関連することなのですが、8，9 節
のことばも気になります。「そこで、あなた
がたに言います。だれでも、わたしを人の前
で認めるものは、人の子ともまた、その人を
神の御使いたちの前で認めます。しかし、わ

たしを人の前で知らないという者は､神の御
使いたちの前で知らないと言われます。」 
 ある方にとっては心に刺さることばかも
しれません。自分がクリスチャンであること
を言い出せなくて、なんとなくごまかしてし
まった。人の前で主を認めなかったので、私
も主から「知らない」と言われるかもしれな
い。そんな不安です。 
 大丈夫です。安心してください。8，9 節
はまったく別の意味のことを言っています。
「主である方を人の前で認める」とはいった
いどのようなことなのか。その事をはっきり
させましょう。前後の文脈から考えなければ
なりません。 
 先ほど言いました。主はすでに私たちのす
べてのことを知ってくださっている。けれど
も私たちはアダムが罪を犯してからずっと
罪の性質をもっていて、自分の心を表に出す
ことを恐いことだと考えます。どうしてで
しょう。神が恐ろしいのです。こんなことが
神に知られたら神は怒り、厳しい罰を受ける
のではないか、そんなことを考えてびくびく
します。だから一生懸命外側を立派に見せよ
うとします。でも神はすでに内側にあるもの
を隅から隅まで知っておられます。どんなに
隠そうとしても主の目をごまかすことはで
きません。 
 そうしますと、私たちはどうしたらよいの
でしょう。隠そうとしても無駄です。無駄な
ことはやめた方が良い。疲れるだけです。そ
のまま内側にあるものを外側に現すだけで
す。最初は恥ずかしく感じられるでしょう。
恐ろしいと思うかもしれない。でも、主が励
ましておられます。「恐れることはありませ
ん。あなたがたは、たくさんの雀よりもすぐ
れた者です。」 
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 こんなふうに考えていきますと、「主であ
る方を人の前で認める」とはこんなことでは
ないでしょうか。 
 もし本当に主を認めるというのなら、あな
たは偽りのラベルを貼ることをやめたらら
どうだろうか。だって主はあなたのすべてを
知っておられるのです。 
 もし本当に主を認めるというのなら、内側
にあるものをそのまま主に差し出したらど
うだろうか。なにも飾る必要はない。なにも
恐れる必要はない。だって主はこんな私たち
のことをすぐれた者であると慈しんでくだ
さっているから。 
 結局ひとことでまとめれば、この方の前で
私たちは何一つ隠す必要はない、ありのまま
の姿で良い。それが主を認めることとつなが
ると言っているのです。 
 先週、デール先生がメッセージの中で、「こ
の教会には自由がある」とおっしゃってくだ
さいました。私にとってもうれしいことばで
あり、励ましでもありました。みんなが主の
前でもっともっと自由になり、自分を飾るこ
となく、そのまま自分の弱さを出すことがで
きる、そのまま自分の愚かさや至らなさを分
かち合うことができる、そんな教会になって
いくことを願っています。 
 

３ 聖霊の励まし 
 しかしそうは言われても、初めてこんな話
を聞かされた方はとまどうでしょう。かえっ
て緊張してしまいます。いったいどうしたら
よいのか。最後にその事を触れていきます。 
 このことは 10節のみことばと関係します。
「たとい、人の子そしることばを使う者が
あっても、赦されます。しかし、聖霊をけが
す者は赦されません。」私たちは赦されない

罪はないと何度も聞いてきました。たとえば
第一ヨハネ 1章 7節にこうあります。「御子
イエスの血はすべての罪から私たちをきよ
めます。」「すべての罪から」とあるからには、
赦されない罪はないはずなのです。なのにこ
こでは「聖霊をけがす者は赦されません」と
あり、いったい「聖霊をけがす」とはどんな
ことかと急に不安になります。 
 先ほど牛肉偽装事件を取り上げました。こ
の事件が発覚したのは、会社で働いていたあ
る方が告発したことがきっかけでした。告発
した人は会社を辞めなければならなくなり
ました。他の人たちにも大きな影響が及びま
した。それでも悩んだ末に告発に踏み切りま
した。なぜそうしたのでしょう。理由は一つ
です。正しいことがねじ曲げられていること
が許せない。そう感じたからです。なぜそう
思うのですか。考えてみると不思議なことだ
と思いませんか。 
 私たちは罪人ですから、何が正義であり何
が不公平なのか本来は正しく判断できませ
ん。でも、あるとき正義がねじ曲げられてい
るのを見て強い憤りを覚えることがありま
す。聖霊が働いてくださるからです。聖霊が
私たちにそんな心を与えてくださっている
からです。信仰のあるなしにかかわらず、聖
霊はすべての人に働いています。 
 そうしますと、「聖霊をけがす」とはどん
なことなのでしょう。聖霊が私たちの心の内
側にあって何が正しいことなのか教えてく
ださるのに、その声を聞こうとせず、ごまか
し続けていくこと。聖霊をけがすとは、この
ような意味です。ごまかし続けていく限り、
主の赦しに預かるチャンスは訪れません。だ
から結果として、「聖霊をけがす者は赦され
ない」ことになります。見方を換えれば、聖
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霊の働きがなければ、私たちは自分の罪を言
い表すことも、弱さや愚かさを主の前に出す
こともできないと言うこともできます。 
 このことが正しく理解されず、しばしば不
適切な方法がとられることがあります。例え
ば、「きょうは主の前に自分の罪を言い表し
ましょう」というようなプログラムが用意さ
れたりします。 
 何度も言いますが、人のわざでやろうとし
ても絶対にできることではありません。神が
なさることです。聖書が 12節で約束してい
ます。「言うべき事は、そのときに聖霊が教
えてくださるからです。」 
 私はこれまで何度も、聖霊が働かれ主の前
に自分を隠すことなくありのまのことを語
り始めていく姿を見させていただきました。
本当にすばらしい瞬間です。 
 私はそこでもう一つのことに気がつくよ
うになりました。聖霊の促しによって主の前
に内側にあるものを語るとき、主がいっしょ
にいて下さるという感覚でした。一人一人が
告白される、弱さと罪とを主が引き受けてく
ださり、この方が代わってさばきを受けて下
さる。 
 主は、みんさんにこう語ってくださいます。
「恐れることはありません。あなたがたは、
たくさんの雀よりもすぐれた者です。」 
 主の御真実な励ましを覚えて御名をあが
めます。 
  
 
 


